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研究成果の概要（和文）：　声調声調というと、東アジア大陸部のいわゆる単音節語をイメージすることが多
い。しかしながら、これらをもって声調言語一般を語るわけにはいかない。アフリカにおいては多様な声調言語
の類型が現れる。例えばコンゴのテンボ語のように、単語を構成する音節（あるいはモーラ）数に従って声調の
パターンが等比級数的に増える言語もあれば、タンザニアのハヤ語のように互換の音節数に従って等差級数的に
増える言語もある。さらにウガンダのニョロ語のように単語の音節数に関係なくパターン数２を保持する言語も
ある。さらにアフリカの声調・アクセント言語において重要なことは、声調の語彙的機能にも増して文法的機能
が卓越していることである。

研究成果の概要（英文）：In discussion of tone languages, we usually think of East-Asian monosyllabic
 tone langugaes such as Mandarin Chinese. However, they are of one type and cannot be taken as 
typical examples. In fact there are a number of other type tone language in Africa. Thus, for 
example, we find languages like Tembo of Eastern Congo, in which the number of tonal patterns 
increases in geometric progression of the syllables (or moras) which constitute the word. In other 
languages like Haya of Tanzania the patterns increase arithmetically. Still in others like Nyoro of 
Uganda the number of patterns remains the same regardless of the number of syllables of the words. 
Another important observation in African languages is that tone functions more grammatically than 
lexically.

研究分野：言語学

キーワード： アフリカ　声調　アクセント
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１．研究開始当初の背景 
世界には声調言語が以外に多い。とりわけ

アフリカには多く話されている。しかし、そ

の実態は十分知られているとは言い難い。通

常、声調言語という場合、中国語やベトナム

語､タイ語などの東アジアの大陸部の言語を

イメージすることが多い。しかしながら、こ

れらの言語とアフリカの声調言語とでは、幾

つかの大きな違いがある。 

まず第一に、東アジアでは単音節語の言語

が多いのに対して、アフリカでは多音節語の

言語が多い。第二に、東アジアでは高声調

(high tone)や低声調(low tone)などの平板調の

みならず、下降調(falling tone)や上昇調(rising 

tone)も声調の基本的単位(toneme)として存在

するが、アフリカでは下降調や上昇調は生じ

ても、それらは高声調や低声調の音声的変異

か、あるいは高声調と低声調の組み合わせと

して分析できるのが普通である。第三に、ア

フリカでは、アジアでは稀なダウンステップ

(downstep)や浮き声調(floating tone)がしばし

ば生じる。第四に、アジア諸語では、声調は

ベトナム語やビルマ語に見られるように、し

ばしば母音の質（緊喉母音など）の問題と係

わるが、一般にアフリカ諸語ではそういうこ

とは見られない。第五に、アジア諸語では、

声調の機能として単語を区別する語彙的機

能が際立っているが、アフリカでは語彙的機

能は一般に低い。しかしながら、アフリカの

言語では、声調の文法的機能が高い。この声

調の文法的機能は、アジア諸語にはほとんど

見られない。第六に、アジア諸語では、声調

発生(tonogenesis)に関して音節末の子音の脱

落、そしてレジスターに関しては音節初頭に

おける子音の有声・無声の区別の消失など、

その音声的要因の多くがわかっているが、奇

妙なことにアフリカ諸語の声調の発生に関

してはほとんど何もわかっていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、以上掲げたこと、またそれ以外

のことに留意しつつ、とりわけアフリカ諸語

の声調言語としての類型をまず明らかにす

ることを目指す。そして、個々の言語におけ

る声調の文法的機能を明らかにし、ひいては

アフリカ諸語における声調の十全な理解を

提供することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究ではアフリカの声調言語の分析を

徹底して行う。研究代表者、研究分担者とも

長年アフリカで現地調査を行っており、調査

言語についてかなりのデータを持っている。

本研究ではこれを声調という観点から総合

すると同時に、不十分な点については現地調

査により補う。また日本国内では、今まで不

十分にしか行われてこなかった音声分析ソ

フトによる解析を、場合によっては専門家の

協力を得て行う。 

現地調査については、研究代表者の梶は主

としてウガンダ諸語、研究分担者の米田はナ

ミビアの言語、古閑はガーナの言語、そして

品川はタンザニアの言語を対象とする。調査

の具体的手順については通常の言語調査と

変わりはない。 
 
４．研究成果 
(1) 研究代表者の梶は、ウガンダ西部のバン

ツー系諸語、とりわけトーロ語とニョロ語の

調査・分析に集中した。そしてトーロ語に引

き続き、ニョロ語語彙集を出版した。トーロ

語は、声調のパターンが１つしかない(ekitábu

「本」）、いわゆる１型タイプである。しかし

ながら声調が文法的機能を持ちうることを

明らかにした。すなわち、トーロ語の声調は

ドメイン内に１つの高声調 H しか持ちえな

いため、ドメインの範囲を設定することによ

り、同じセグメントでも、例えば、１ドメイ

ンである名詞句(ekitabu kyánge「私の本」）と

２ドメインである文(ekitábu kyánge「本は私の

である」）を声調のみで区別するのである。 

トーロ語の北に話されるニョロ語は、パタ



ーンが２つある、いわゆる２型タイプである

ことを明らかにした。すなわち、基底におい

て単語の次末音節に Hのあるパターン（Aパ

ターン）と音節末に Hのあるパターン（Bパ

ターン）である。そして２型のニョロ語から

１型のトーロ語がどのようなプロセスを経

て形成されたかをニョロ語の綿密な音声学

的記述により明らかにした。すなわち、Aパ

ターンにおいては基底のHは単独形では Fと

なって現れるのであるが、この Fが Hになる

傾向がある。そして Bパターンでは基底の H

は単独形では１つ前の音節で実現され、かつ

それ自身は音節末で Fとなって現れるのであ

るが、この音節末の Fは弱くなり、しばしば

聞こえなくなる。これが極限まで進んだのが

トーロ語である。 

(2) 研究分担者の米田は、ヘレロ語とスワヒ

リ語のプロソディについて研究した。ヘレロ

語の研究では、語やフレーズだけでなく、節

や文のレベルでプロソディを観察すること

で明らかになった。ヘレロ語では、多くのバ

ントゥ諸語と同様にテンス・アスペクト・ム

ード（以下 TAM）によって動詞が異なる声調

で現れるが、それだけでなく、動詞に後続す

る名詞の声調の実現形も TAM によって決定

されることが明らかになった。またヘレロ語

には「特定の接辞から Hが 3つ以上並ぶと 2

つめ以降の Hにはダウンステップが起きる」

という規則があるが、従属節の動詞にこの規

則が適用されるか否かを決定するのは、主節

の動詞のTAMであることも明らかになった。

これらはいずれも語レベルのプロソディの

観察からは見えてこない現象である。 

スワヒリ語については「アクセントの実現

単位」について調べた。スワヒリ語は、バン

ツー諸語としてはめずらしく声調に対立が

ない。そのためバンツー諸語の中で最も研究

が進んでいる言語であるにも拘らず、アクセ

ントについてはほとんど関心が払われるこ

とがなく、その詳細がわかっていない。どの

文法書や教科書にも、アクセントの位置が基

本に後ろから 2音節目であること、および若

干の例外があることは書かれているが、どの

ような単位の「後ろから 2音節目」にアクセ

ントが現れるのかに関しては曖昧な説明に

とどまっていた。本研究では、主名詞の音節

数や名詞修飾語の種類によってアクセント

単位が異なっていることを明らかにした。こ

れらの成果は日本言語学会や日本アフリカ

学会をはじめ、いくつかの学会・研究会等で

発表した。 

(3) 研究分担者の品川は、タンザニアのキリ

マンジャロ・バンツー（チャガ）諸語におけ

る声調に関する問題を扱った。とりわけ、（典

型的には）動詞否定形において現れる声調パ

ターン（以下 NTPと言及）について、先行研

究による言及を整理しつつ、ルヮ語、ウル語、

ロンボ語等の一次資料を用いて検討した。チ

ャガ諸語一般において、いわゆる定動詞を用

いた直説法肯定形（あるいは「デフォルト」

の文形式）において、しばしば assertion marker

と呼ばれる形式（procliticないし prefix）が認

められることはよく知られている。このマー

カーはセグメンタルには ni=（ないしそれに

準ずる形式）で現れるが、形式固有の高声調

H を有している。つまり、「デフォルト」の

形式では常にこの Hが生じることになり、こ

れによって動詞構造ひいては文全体の声調

パターンが規定される。一方で、例えば否定

形など ni=  が要求されない形式では、それと

は異なる声調パターン、すなわち NTPが現れ

ることになる。今回の通チャガ的な検討によ

って、仮説的推定も含め次のようなことが明

らかになった。1) 一部の言語では ni=  の機

能が Hのみによって標示され、ni=  自体は脱

落している。2) NTPは、動詞否定形のみなら

ず、言語によっては関係節や条件説（例えば

ロンボ語）において確認できる。3) これらは、

いずれも ni=  の機能領域から統一的に説明

することができる。すなわち、表面的には同



一の声調パターンが否定と名詞修飾（関係

節）と条件説という別々の統語機能を表示し

ているように見えるが、これらはいずれも

assertion marker ni=  の機能領域外の概念であ

り、一種の形式の欠如による機能標示と見る

ことができる。ただし、（ni=の機能と相補的

に規定しうる）NTPの分布領域は言語ごとに

異なり、さらなるデータの収集および分析が

必要である。 

(4) 研究分担者の古閑は、ガーナおよびコー

ト・ジボワールの大西洋岸に話されるンゼマ

語（ニジェール・コンゴ語族クワ語派）の名

詞の声調について調査・分析を行った。その

結果、ンゼマ語の名詞は、音韻形態的特徴に

より、２つのクラスに分類される。両クラス

を区別する重要な特徴が声調の違いであり、

一方のクラス（不変化名詞）は、所有構造に

おいて名詞の第一音節が前部要素末と逆の

声調になるが、もう一方のクラス（変化名詞）

は、所有構造において、前部要素が所有接語

のとき、語根頭が Hでそれ以降は Lに、前部

要素が固有名詞のとき、接頭辞が前部要素末

と逆の声調になり、語根全体が Lになること

を明らかにした。 
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